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は
じ
め
に

　

二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇
一
七
年
に
か
け
て
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文

献
研
究
所
の
日
本
研
究
者
は
、
ロ
シ
ア
人
文
科
学
基
金
の
援
助
を
得
て
、『
テ
キ
ス

ト
と
し
て
の
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
所
蔵
日
本
古
典
籍
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
：
個
人
的
収
集
活
動
と
国
益
』
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
本
研
究
所
所
蔵
日
本
古
典
籍
の
収
集
・
譲
渡
の
経
緯
を

明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
日
露
関
係
史
に
お
け
る
日
本
書
籍
収
集
活
動
の
役
割
を
追
求

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ち
ょ
う
ど
同
時
期
に
実
施
さ
れ
た
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
と
北
海
道
大
学
ア
イ
ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の

共
同
研
究
で
あ
る
「
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
所
在
ア
イ
ヌ
関
連
古
文
献
に
関
す

る
国
際
共
同
研
究
」
と
時
期
的
に
重
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
当
該
共
同
研
究
に

参
加
し
た
日
本
側
の
専
門
家
の
助
力
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
安
永
年

間
の
ロ
シ
ア
人
蝦
夷
地
探
検
の
際
に
日
本
側
か
ら
渡
さ
れ
た
古
文
書
か
ら
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
に
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
譲
渡
さ
れ
た
樺
太
旧
蔵
書
に
お
よ
ぶ
、
非
常
に

幅
広
い
期
間
の
、
ロ
シ
ア
人
に
よ
る
日
本
書
籍
収
集
活
動
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
こ
で
は
、こ
う
し
た
研
究
の
成
果
の
う
ち
、主
に
近
世
日
本
か
ら
ロ
シ
ア
に
渡
っ

た
書
籍
の
経
緯
な
ど
に
関
す
る
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
と
思
う
。

１�

．
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
所
蔵
日
本
古
典
籍

の
概
要
と
整
理
の
沿
革

　

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
言

語
で
書
か
れ
た
写
本
・
版
本
に
関
す
る
ロ
シ
ア
最
大
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
保
管
し
て

い
る
。
そ
こ
に
は
、
西
夏
語
や
契
丹
語
の
よ
う
な
現
在
で
は
存
在
し
な
い
言
語
も
含

め
て
六
五
の
言
語
で
記
さ
れ
た
写
本
や
版
本
を
、
一
〇
万
部
以
上
所
蔵
し
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
に
お
い
て
東
洋
の
典
籍
や
物
質
文
化
資
料
な
ど
の
収
集
が
始
ま
っ
た
の

は
、
一
七
世
紀
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
以
降
、
東
洋
の
文
物
を
外
交
官
や

商
人
が
購
入
し
持
ち
帰
っ
た
り
、
東
洋
の
国
々
の
大
使
が
ロ
シ
ア
宮
廷
に
贈
呈
し
た

り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
東
洋
の
典
籍
が
ロ
シ
ア
最
初
の
博
物
館
・
ク
ン

ス
ト
カ
メ
ラ
に
収
め
ら
れ
た
の
は
一
七
一
四
年
か
ら
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
附

属
図
書
館
に
保
存
さ
れ
た
の
は
一
七
二
四
年
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ロ
シ
ア

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
は
一
八
一
八
年
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
齎
さ
れ
た
書
物
、
硬
貨
、

美
術
品
を
保
管
す
る
施
設
と
し
て
ア
ジ
ア
博
物
館
が
設
置
さ
れ
た
。ロ
シ
ア
革
命
後
、

一
九
三
〇
年
に
、
ア
ジ
ア
博
物
館
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所

へ
と
名
称
を
変
更
し
、
組
織
が
改
編
さ
れ
た
。
一
九
五
六
年
に
東
洋
学
研
究
所
は
本

部
を
モ
ス
ク
ワ
に
移
転
し
た
が
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
（
当
時
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
）
の
研
究
所
は
そ
の
支
部
と
し
て
存
続
し
、
ソ
連
崩
壊
後
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
二
〇
〇
七
年
に
、
東
洋
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
支
部
は
東
洋
古
籍

文
献
研
究
所
と
改
名
の
う
え
独
立
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

長
崎
に
限
ら
な
い　
―
―
近
世
日
本
古
典
籍
が
ロ
シ
ア
に
渡
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
―
―

ワ
シ
ー
リ
ー
・
シ
ェ
プ
キ
ン
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東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
が
保
管
す
る
明
治
初
期
以
前
の
日
本
語
の
写
本
・
版
本
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
お
お
む
ね
九
〇
〇
点
ほ
ど
（
三
〇
八
二
冊
）
の
規
模
で
、
大
英

博
物
館
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
次
ぐ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
三
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
み
な
さ
れ

る
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
は
、
一
七
九
一
年
に
有
名
な
日
本
漂

流
民
の
大
黒
屋
光
太
夫
が
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
に
献
呈
し
た
一
二
冊
の
写
本
と
版
本

で
あ
る
。
次
に
年
代
の
古
い
も
の
は
、
旧
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
Ｉ
・
Ａ
・
シ
ュ

ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル
が
同
じ
く
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
に
送
付
し
た
日
本
の
物
品
・
書
籍
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
一
七
九
五
年
一
月
に
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の

会
議
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

一
七
九
八
年
に
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
附
属
図
書
館
の
館
長
ヨ
ハ
ン
・
ブ
ッ
セ

が
ラ
テ
ン
語
で
作
成
し
た
『
中
国
語
、
満
洲
語
、
日
本
語
、
モ
ン
ゴ
ル
語
、
チ
ベ
ッ

ト
語
で
書
か
れ
た
書
籍
の
目
録
』
に
は
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
本
が
二
二
点
入
っ
て

お
り
（
ブ
ッ
セ
一
七
九
八
）、
上
記
の
二
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
こ
れ
に
相
当
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
八
一
八
年
に
ロ
シ
ア
正
教
北
京
伝
道
団
の
通
詞
リ
ポ
フ

ツ
ェ
フ
と
カ
メ
ン
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
『
帝
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
図
書
館

所
蔵
の
中
国
と
日
本
の
古
典
籍
目
録
』
に
は
、
日
本
語
の
本
が
二
九
点
記
載
さ
れ
て

お
り
（
カ
メ
ン
ス
キ
ー
一
八
一
八
）、
こ
れ
に
は
一
七
九
八
年
か
ら
一
八
一
八
年
の

間
に
露
米
会
社
な
ど
が
図
書
館
に
譲
渡
し
た
書
籍
が
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
一
八
四

〇
年
か
ら
一
八
六
四
年
の
あ
い
だ
に
、
ア
ジ
ア
博
物
館
の
職
員
Ｍ
・
Ｆ
・
ブ
ロ
ッ
セ

が
中
国
語
や
日
本
語
の
書
籍
目
録
を
作
成
し
た
が
、
こ
こ
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

日
本
語
の
書
籍
は
八
〇
点
近
く
に
の
ぼ
る
。

　

上
記
の
三
つ
の
目
録
を
比
較
研
究
し
な
が
ら
、
現
存
書
籍
の
確
認
調
査
を
お
こ

な
っ
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
．
大
黒
屋
光
太
夫
旧
蔵
書
籍
と
Ｉ
・
Ａ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル
旧
蔵
書
籍

　

大
黒
屋
光
太
夫
旧
蔵
書
籍
を
、他
の
日
本
語
古
典
籍
か
ら
最
初
に
区
分
し
た
の
は
、

一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研

究
所
に
勤
め
て
い
た
Ｏ
・
Ｐ
・
ペ
ト
ロ
ー
ヴ
ァ
氏
で
あ
る
。
氏
の
論
文
『
大
黒
屋
光

太
夫
旧
蔵
書
籍
と
そ
の
日
露
文
化
交
流
史
に
お
け
る
意
義
』に
は
、上
記
の
ヨ
ハ
ン
・

ブ
ッ
セ
に
よ
る
目
録
と
Ｉ
・
Ａ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル
自
筆
の
郵
送
品
一
覧
に
基
づ

い
て
、
大
黒
屋
光
太
夫
旧
蔵
書
籍
と
Ｉ
・
Ａ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル
旧
蔵
書
籍
と
を

弁
別
し
た
（
ペ
ト
ロ
ー
ワ
一
九
七
〇
）。

　

ま
ず
、
六
点
の
書
籍
に
は
光
太
夫
自
筆
の
墨
書
が
あ
る
こ
と
で
、
光
太
夫
旧
蔵
書

に
属
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
中
の
、
Ｂ
―
13
『
源
平
曦
軍
配
』
の
表
紙
表
書
に

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
（
数
字
は
筆
者
が
つ
け
た
）。

　
　
（
１
）
志
や
う
る
利
本
七
冊

　
　
（
２
）
手
本
壱
冊

　
　
（
３
）
節
用
弐
冊

　
　
（
４
）
源
平
ゑ
入
三
冊

　
　
（
５
）
森
か
ゝ
み
壱
冊

　
　
（
６
）
ゑ
本
壱
冊

　
　
（
７
）
太
平
記
壱
冊

　

東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
所
蔵
の
日
本
古
典
籍
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
光
太

夫
旧
蔵
書
の
現
存
が
確
認
で
き
た
（
表
１
）。

　

こ
の
リ
ス
ト
に
、
浄
瑠
璃
本
は
光
太
夫
が
記
載
し
た
七
冊
で
は
な
く
、
四
冊
に
と

ど
ま
る
（
Ｂ
―
３
～
Ｂ
―
６
）。
ペ
ト
ロ
ー
ヴ
ァ
氏
に
よ
る
と
、
残
り
の
三
冊
は
ゲ

オ
ル
グ
・
フ
ォ
ン
・
ア
ッ
シ
ュ
に
よ
り
ド
イ
ツ
へ
持
ち
帰
ら
れ
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン

大
学
に
譲
渡
さ
れ
た
と
い
う
（
ペ
ト
ロ
ー
ワ
一
九
七
〇
：
五
六
）。
ま
た
、「
手
本
壱

冊
」
と
「
節
用
弐
冊
」
は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
あ
っ
た
日
本
語
学
校
へ
渡
さ
れ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
が
、
後
に
露
米
会
社
か
ら
他
の
書
籍
と
一
緒
に
ま
た
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
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に
戻
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

な
お
、
Ａ
―
86
と
Ｃ
―
320
は
光
太
夫
自
筆
の
一
覧
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
Ｉ
・

Ａ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル
旧
蔵
書
リ
ス
ト
に
は
み
え
ず
、
一
七
九
八
年
の
ヨ
ハ
ン
・

ブ
ッ
セ
の
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
光
太
夫
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
上
記
の
表
に
含
め
た
。
ブ
ッ
セ
目
録
に
は
、
大

黒
屋
光
太
夫
旧
蔵
書
と
と
も
に
、
Ｉ
・
Ａ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル
旧
蔵
書
も
収
め
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
に
触
れ
た
よ
う
に
、
Ｉ
・
Ａ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル
が
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
へ
送
っ
た
際
に
、
自
筆
の
送
付
品
一
覧
を
作
成
し
て
い

た
お
か
げ
で
（
シ
ュ
テ
ゥ
ツ
ェ
ル
一
七
九
五
）、
そ
の
旧
蔵
書
を
大
黒
屋
光
太
夫
の

そ
れ
ら
か
ら
区
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
以
下
、
現
存
書
籍
の
確
認
を
す
る

際
に
用
い
た
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル
に
よ
る
送
付
品
一
覧
の
う
ち
、
書
籍
に
関
す
る

部
分
を
こ
こ
に
記
載
し
て
お
く
（
表
２
）。

３
．
露
米
会
社
旧
蔵
書
籍

　

一
七
九
八
年
の
ブ
ッ
セ
目
録
と
一
八
一
八
年
の
リ
ポ
フ
ツ
ェ
フ
と
カ
メ
ン
ス
キ
ー

目
録
と
の
内
容
を
照
合
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
前
者
に
含
ま
れ
る
が
、
後
者
に
は
見
当

た
ら
な
い
古
典
籍
が
、
七
点
見
出
さ
れ
た
。「
セ
ツ
ヨ
ウ
」、「
中
華
帝
国
の
全
図
」、

「
ミ
ヤ
コ
の
地
形
図
」、「
三
国
通
覧
図
説（
５
冊
）」、「
三
国
通
覧
図
説
付
属
地
図
」、

「
当
地
の
魚
の
描
写
」、「
サ
イ
コ
ク
ホ
ン
」
が
そ
れ
ら
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
後

者
に
は
以
下
の
表
（
表
３
）
に
掲
げ
た
、
前
者
に
は
な
い
新
し
い
一
四
点
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
一
四
点
の
中
で
、四
点
の
本
に
は
露
米
会
社
の
封
蝋
が
押
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ら
は
露
米
会
社
に
よ
っ
て
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
渡
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。
露
米
会
社
に
よ
っ
て
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
渡
さ
れ
た
ク
ン
ス
ト
カ
メ
ラ
博
物
館

の
所
蔵
品
に
つ
い
て
は
、
Ａ
・
Ｙ
ｕ
・
シ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
氏
の
論
文
が
あ
る
（
シ
ニ
ー

表１

請求番号 書名 冊数 種類 光太夫自筆記

A-12 太平記 １冊（第31、32） 版本 有

A-86 西國三十三所順礼えんぎ １冊 版本 無

B-3 番場忠太紅梅箙 １冊 版本 有

B-4 摂州渡邉橋供養 １冊 版本 有

B-5 大塔宮暾鎧 １冊 版本 無

B-6 奥州安達原 １冊 版本 無

B-13／B-140 源平曦軍配 ３冊（第２、３、４） 版本 有

B-156 絵本寫寶袋 １冊（第３） 版本 有

B-157 森鏡邪正録 １冊（第８） 写本 有

C-320 暦（天明二年） １冊 版本 無
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表２

I.A.シュトゥッツェル自筆の�
送付品一覧通りの書名と注解 請求番号、書名 1798年目録 1818年目録

№19.西洋錢譜、日本語から訳せ
ばヨーロッパ志。あらゆるヨー
ロッパの硬貨を描写する。そのコ
レクションを持ったある大名が当
時（1788年）わずか15歳の若い将
軍の娯楽のために作った。前の将
軍は、彼の一人息子である帝国の
継承者が狩猟の際、不幸に首を
折ったことから、愁傷して崩じた。
今の若い将軍は先に崩じた将軍の
養子で、王朝の血統ではない。し
かし日本人の中で養子は実子と同
じすべての権利を持っている。現
在の将軍の名前は源氏の長者徳川
家斉である。

C-95
『西洋錢譜』

14）ヨーロッパにおけ
る種々の硬貨の図譜

２）日本で知られ
ているヨーロッパ
の硬貨集ならびに
それらに伴う絵の
説明。ヨーロッパ
の地図付き

20）各頁にオランダ文字で日本語
の名が記された、当地に生息する
幾分の魚の描写、２冊

現存未確認
『海の幸』

16）当地の魚の描写 なし

21）植物についての本２冊 現存未確認 なし なし

22）内裏の朝廷について述べる本 現存未確認 15）内裏朝廷の服装の
絵本

27）内裏朝廷の服
装について

24）江戸、または公方の首都。公
方は内裏ほどの尊厳はないが、帝
国の主人で、内裏に特権（知行か）
を与えている。この地図は、私の
他の地図の訳し方の一例となる。

C-228
『分間江戸大絵図』

７）公方の首都、江戸
の地形図

22）日本首都の地
形図

25）ミヤコ、天皇が住んでいる内
裏の首都

B-152
『名所手引京図鑑綱目』

９）ミヤコの地形図 なし

26）長崎市。阿蘭陀人の住居とな
る出島、将軍の倉庫、中国人が住
んでいる場所、私たちがいる人造
の島を町から離す、長さわずか６
呎の橋など、それから町も自分の
筆で記した。他の地図に比べたら、
作り方はさほど良くないが、詳細
な地図である。

A-88
『肥州長崎圖』

11）長崎の地形図 24）長崎市の地形
図
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27）日本語で「ニフォン」と呼ば
れる日本帝国の全図。作り方がよ
く、私が知っている限りとても詳
細なものである。

現存未確認 ６）日本帝国の全図 25）日本国の全図

29）この５枚の地図のついた本は
日本語で『三国通覧』という。カ
ムチャツカに属する島々に住んで
いる人の話である。その島々の名
前は琉球、朝鮮、蝦夷である。の
ちにこの本と地図の翻訳も送る。

現存未確認
『三国通覧図説』

12）サンゴクツウラン
―地理学の本５冊

なし

有名なドイツの解剖学者クルムス
による、『クルムスの解剖図』と
いう本の翻訳。この本は最初にオ
ランダ語に訳された。日本人はオ
ランダ語以外の外国語がわからな
いから、この語だけから翻訳する。
次の本はすべて日本語に訳されて
いる。
ハイスターの『外科』
イギリス人ブーハンの本
スウェーデン人ロゼンシュタイン
の『児童の病』等

現存未確認
『解体新書』

18）オランダ語から訳
した人体の解剖図

１）ドイツ語から
日本語に訳した解
剖学本。人体の絵
入。５巻１冊。

32）この都での火災図は、赤で囲
まれたところが、赤線の中にある
すべてが火災に包まれたことを表
している。以下に記すのは、この
激しい火災に関する私の日記の一
部である。私は、火災が起こった
９日後に着いた都からこの地図を
持ちかえった。私たちは建物が全
部燃えた都ではなく、郊外にある
伏見というところに泊まったのだ
が、泊まった建物が高かったおか
げでこの美しい街の悲しい焼跡が
見られた。家を失った人たちは小
屋やテントに宿泊していた。

C-321
『京都洛中洛外大絵図』

８）内裏の首都、ミヤ
コの地形図

23）都の地形図

В-136
『摂州大坂大絵図』

10）大阪の地形図 21）摂州あるいは
大阪の全図
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表３

1818年目録に記載された書名 請求番号 実際の書名 出版・
書写年

蔵書印、
墨書等

３）国家統治論、第３巻のみ C-217 政談　第三巻 露米会社

４）日本人の武術、第８巻のみ A-35 武門要鑑抄　巻八 ８番

５）文武関係の雑録集、第１巻のみ A-18 新版改正文化武鑑御大名衆巻
之一

文化元年 15番

８）泰平時代の娯楽
或る人の画像付き１冊

B-147 真選実録泰平楽記 14番

９）山についての記録１冊 現存
未確認

10）泰平時代の娯楽あるいは或る川
の描写、２冊

C-197
C-198

萬寶節用富貴蔵
字會節用永代蔵

文化元年
享和２年

18番
ミハイル・
ブルダコフ

11）中国文人七人の詩の解説 C-215 明七子詩解 宝暦７年 露米会社

12）赤いバラあるいは詩や能弁に関
する科目集、絵入１冊

C-209 萬世寶鑑
諸人万編重宝記図会手本
紅梅用文章顕徳大成
魚鳥虫獣並今川状入

天明６年 露米会社

13）演戯について　１冊 B-15 絵本劇場年中鏡　中 享和２年 11番

16）行書・草書の文集
絵入、１冊

C-104 童子用文初学大成 明和６年 ４番

17）シン・ジャン（秀吉？）冒険譚
第５巻のみ

B-12 絵本太閤記 享和２年 ２番

18）日本人文人が同国人学生のため
に解説した有名な中国人の略伝集
最後の巻

C-52 標題徐状元補注蒙求巻下 明和４年 露米会社

28）店舗商人の帳簿 A-47 大福帳 文化２年

29）商人の帳簿 A-48 簾貸帳 文化３年
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ツ
ィ
ン
二
〇
一
〇
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
文
書
館
部
門
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
支
部
に
は
、
露
米
会
社
が
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
渡
し
た
も
の
の
リ
ス
ト
が
二

つ
保
管
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
確
か
に

一
八
一
四
年
六
月
一
六
日
付
の
リ
ス
ト
に
は
、「
露
米
会
社
の
封
蝋
が
押
さ
れ
た
様
々

な
本
七
冊
」
と
「
帳
簿
二
冊
」
と
の
記
載
が
あ
っ
た
（
露
米
会
社
一
八
一
四
）。
こ

の
こ
と
か
ら
、
上
記
の
四
点
の
本
と
帳
簿
の
Ａ
―
47
、
Ａ
―
48
（
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ

交
易
帳
簿
）
は
、
こ
の
リ
ス
ト
に
記
さ
れ
た
も
の
だ
と
判
断
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
一
八
一
四
年
六
月
一
六
日
付
の
露
米
会
社
リ
ス
ト
の
他
に
、
も
う
一
つ
、

一
八
一
〇
年
一
二
月
九
日
付
の
、
同
じ
く
露
米
会
社
が
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
渡
し
た

も
の
の
リ
ス
ト
が
あ
る
。
そ
の
リ
ス
ト
に
は
、

　
　

●�

文
学
、
天
文
学
、
航
法
、
物
理
学
、
地
理
学
、
美
術
な
ど
様
々
な
科
目
の
知

識
を
与
え
る
本
（
18
番
）

　
　

●
地
位
や
位
階
を
表
す
家
紋
や
標
を
写
す
本
（
15
番
）

　
　

●
古
代
の
武
士
と
そ
の
服
装
を
表
す
本
（
14
番
）

　
　

●
歌
論
の
本
（
８
番
）

　
　

●
演
劇
の
本
（
11
番
）

　
　

●
日
本
の
家
、
庭
、
狩
な
ど
を
描
く
絵
本
（
２
番
）

が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
露
米
会
社
一
八
一
〇
）。
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
所
蔵
の
本

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
確
か
に
六
つ
の
本
に
は
イ
ン
ク
で
上
記
の
番
号
（
２
、
８
、

11
、
14
、
15
、
18
）
が
記
さ
れ
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
同
様
に
番
号
が

記
さ
れ
て
あ
る
本
が
、
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

●
２
番　

Ｂ
―
12　

絵
本
太
閤
記

　
　

●
４
番　

Ｃ
―
104　

童
子
用
文
初
学
大
成

　
　

●
８
番　

Ａ
―
35　

武
門
要
鑑
抄　

巻
八

　
　

●
11
番　

Ｂ
―
15　

絵
本
劇
場
年
中
鑑

　
　

●
14
番　

Ｂ
―
147　

真
撰
実
録
泰
平
楽
記

　
　

●
15
番　

Ａ
―
18　

新
板
改
正　

文
化
武
鑑　

御
大
名
衆　

巻
一

　
　

●
18
番　

Ｃ
―
198　

廣
益
日
用
字
林
・
萬
寳
節
用
富
貴
蔵
・
諸
人
重
宝
明
鑑

　

こ
の
よ
う
に
、
一
八
一
〇
年
と
一
八
一
四
年
に
露
米
会
社
が
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に

渡
し
た
日
本
の
書
籍
が
、
現
在
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

な
お
、18
番（
Ｃ
―
198
）『
廣
益
日
用
字
林
・
萬
寳
節
用
富
貴
蔵
・
諸
人
重
宝
明
鑑
』

に
は
露
米
会
社
の
支
配
人
ミ
ハ
イ
ル
・
ブ
ル
ダ
コ
フ
の
封
蝋
が
押
さ
れ
て
い
る
。
同

様
の
封
蝋
は
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
あ
る
ロ
シ
ア
国
立
図
書
館
に
保
管
さ
れ

て
い
る
次
の
六
点
（
表
４
）
の
和
書
に
も
見
つ
か
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
国
立
図
書
館
の
研
究
員
Ｏ
・
Ｖ
・
ワ
シ
ー
リ
エ
ヴ
ァ
の
論
文
に
よ
る
と
、

上
記
の
六
点
は
一
八
一
四
年
に
ロ
シ
ア
国
立
図
書
館
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
ミ
ハ
イ
ル
・
ブ
ル
ダ
コ
フ
自
身
が
館
長
の
ア
レ
ク
セ
イ
・
オ
レ
ー
ニ
ン
に
送
っ

た
（
ワ
シ
ー
レ
ワ
二
〇
一
四
：
七
二
―
七
三
）。
添
付
の
書
状
は
二
つ
あ
る
が
、
一

八
一
四
年
五
月
一
五
日
付
の
も
の
に
「
こ
れ
に
添
付
し
て
帝
国
図
書
館
の
た
め
に
、

地
図
、
絵
、
武
器
等
を
伴
う
日
本
の
本
を
送
る
。
珍
品
で
日
本
人
に
と
っ
て
重
要
な

も
の
だ
」
と
書
い
て
お
り
、
一
八
一
四
年
五
月
一
七
日
付
の
も
の
に
「
私
の
と
こ
ろ

で
ま
た
日
本
の
本
が
三
つ
と
文
書
が
三
つ
見
当
た
っ
た
が
、こ
れ
に
添
付
し
て
送
る
」

と
書
い
て
い
る
。
数
は
上
記
の
表
の
と
一
致
す
る
が
、
最
初
に
送
ら
れ
た
の
は
『
百

万
節
用
宝
来
蔵
』
だ
と
思
わ
れ
る
（
ワ
シ
ー
レ
ワ
二
〇
一
四
：
七
三
）。

　

上
記
の
一
八
一
〇
年
と
一
八
一
四
年
に
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
と
帝
国
図
書
館
に
渡
さ

れ
た
本
は
、
ど
の
よ
う
な
経
路
で
露
米
会
社
に
入
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

い
く
つ
か
の
考
察
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
以
下
に
述
べ
て
お
く
。
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ミ
ハ
イ
ル
・
ブ
ル
ダ
コ
フ
と
と
も
に
露
米
会
社
を
設
立
し
た
の
は
、
有
名
な
ニ
コ

ラ
イ
・
レ
ザ
ー
ノ
フ
で
あ
る
。
二
人
は
と
も
に
、
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
経
営
の
先
駆

者
グ
リ
ゴ
ー
リ
・
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
の
娘
と
結
婚
し
て
い
た
。上
記
の
書
籍
の
大
半
は
、

寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
か
ら
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
の
間
に
出
版
・
書
写
さ

れ
た
も
の
で
、
レ
ザ
ー
ノ
フ
が
率
い
た
遣
日
使
節
に
よ
り
、
収
集
さ
れ
た
可
能
性
が

指
摘
で
き
る
。
遣
日
使
節
を
日
本
ま
で
届
け
た
Ｉ
・
Ａ
・
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン

の
航
海
日
誌
に
は
、
一
八
〇
五
年
に
長
崎
を
去
っ
て
蝦
夷
地
の
宗
谷
周
辺
に
い
た
時

に
記
さ
れ
た
、
次
の
記
録
が
あ
る
。

　
「
一
日
中
、
多
く
の
日
本
の
商
人
と
ア
イ
ヌ
が
我
々
を
訪
れ
た
。
後
者
は
干
し
鰊

を
持
っ
て
き
て
そ
れ
を
服
や
ボ
タ
ン
と
交
換
し
た
。
鰊
が
安
か
っ
た
か
ら
か
、
ボ
タ

ン
を
珍
重
し
て
い
た
か
ら
か
、
銅
ボ
タ
ン
一
枚
に
鰊
五
〇
尾
か
ら
一
〇
〇
尾
を
与
え

て
く
れ
た
。
前
者
の
商
品
は
煙
管
、
漆
器
、
そ
れ
か
ら
主
に
興
味
本
位
の
絵
が
入
っ

た
本
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
本
は
お
そ
ら
く
日
本
人
の
主
な
、
あ
る
い
は
唯
一
の
読

み
物
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
松
前
か
ら
ア
イ
ヌ
に
売
る
た
め
に
持
っ
て
こ
ら
れ
た
わ
け

が
な
い
か
ら
だ
。」（
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
一
八
一
〇
：
五
九
）

　

ま
た
、
Ａ
―
48
の
『
簾
貸
帳
』
の
記
録
は
樺
太
の
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
で
つ
け
ら
れ

て
お
り
、
文
化
三
年
に
途
中
で
途
切
れ
る
こ
と
か
ら
、
ク
リ
モ
フ
先
生
に
よ
る
先
行

研
究
で
も
、
Ａ
―
47
の
『
大
福
帳
』
と
と
も
に
Ｎ
・
Ａ
・
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
に
よ
る
第

一
次
蝦
夷
地
襲
撃
の
際
に
獲
得
さ
れ
た
と
い
う
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
ク
リ
モ
フ

二
〇
一
〇
）。

　

な
お
、
Ｎ
・
Ａ
・
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
ら
に
よ
っ
て
一
八
〇
七
年
の
第
二
次
蝦
夷
地
襲

撃
の
際
に
獲
得
さ
れ
た
書
物
も
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
結
果
的
に
サ
ン
ク
ト
ペ

テ
ル
ブ
ル
ク
に
持
っ
て
こ
ら
れ
た
が
、
そ
の
ル
ー
ト
は
異
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
Ｎ
・
Ａ
・
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
は
露
米
会
社
に
雇
わ
れ
た
海
軍
尉
官
だ
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
彼
の
手
に
よ
り
一
八
〇
六
年
に
獲
得
さ
れ
た
書
物
が
露
米
会
社
に
入
っ

た
こ
と
は
、
奇
妙
な
こ
と
で
は
な
い
。

表４

請求番号 書名 出版・書写年月 墨書等

Дорн 861 『しよんこ乙名宛定書』
『岩佐太郎蔵宛進藤弥七郎書状』

安永７年７月
不詳

６番
なし

Дорн 864 『日用記』 文化２乙丑年正月 ３番

Дорн 868 『（手本）』 文化年間 ５番

Дорн 869 『瀟湘八景詩歌』 寛政己未五月 ４番

Дорн 871 『文林節用筆海綱目』 延享４年９月 １番

Дорн 872 『百万節用宝来蔵』 明和６年５月 なし
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４
．
Ｎ
・
Ａ
・
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
ら
が
獲
得
し
た
日
本
古
典
籍

　

最
後
に
、
上
に
少
し
触
れ
た
、
Ｎ
・
Ａ
・
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
ら
に
よ
っ
て
一
八
〇
七

年
の
第
二
次
蝦
夷
地
襲
撃
の
際
に
獲
得
さ
れ
た
書
物
が
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に

入
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。

　

一
八
四
二
年
の
ブ
ロ
ッ
セ
目
録
に
入
っ
て
い
る
三
点
の
本
に
は
、
イ
ン
ク
で

「С
екретарь 14-го класса Константин Н

еустроев

」（
一
四
等
書
記
コ
ン
ス
タ

ン
チ
ン
・
ネ
ウ
ス
ト
ロ
ー
エ
フ
）
と
書
い
て
あ
る
。
こ
の
上
書
き
の
他
に
、
蔵
書
印

な
ど
は
伴
わ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
と
同
じ
上
書
き
が
、
一
九
四
七
年
に
中
央
海
軍

図
書
館
か
ら
東
洋
学
研
究
所
に
移
管
さ
れ
た
一
六
点
の
本
に
も
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
一
六
点
の
本
に
は
、
上
書
き
の
他
に
「
水
路
誌
部
の
図
書
館
」
の
蔵
書
印
が

捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
水
路
誌
部
の
図
書
館
は
、
中
央
海
軍
図
書
館
の
前
身
で
あ
り
、

一
八
二
七
年
か
ら
一
八
三
七
年
ま
で
存
在
し
た
。
従
っ
て
、
上
記
の
一
六
点
が
水
路

学
局
の
図
書
館
に
入
っ
て
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
た
の
は
そ
の
間
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ブ
ロ
ッ
セ
目
録
に
入
っ
て
い
る
三
点
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ネ
ウ
ス
ト
ロ
ー
エ

フ
の
名
前
が
入
り
な
が
ら
蔵
書
印
は
な
い
の
で
、
水
路
誌
部
の
図
書
館
に
登
録
さ
れ

ず
に
そ
の
ま
ま
ア
ジ
ア
博
物
館
に
渡
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
一
八
三

七
年
以
前
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
八
四
二
年
に
ア
ジ
ア
博
物
館
で
作
成
さ
れ

た
ブ
ロ
ッ
セ
目
録
に
入
っ
て
い
る
こ
と
と
も
矛
盾
し
な
い
。

　

こ
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ネ
ウ
ス
ト
ロ
ー
エ
フ
の
名
前
が
入
っ
て
い
る
一
九
点
の

古
典
籍
が
ど
ん
な
経
緯
で
ロ
シ
ア
に
渡
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
長
い

間
こ
れ
を
明
白
に
す
る
手
掛
か
り
を
得
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回

実
施
さ
れ
た
、
同
じ
ブ
ロ
ッ
セ
目
録
に
入
っ
て
い
る
「
キ
セ
リ
ョ
ー
フ
訳
の
ロ
シ
ア

語
表
記
入
り
の
日
本
全
図
（
皮
箱
入
り
）」
の
伝
存
在
経
緯
の
調
査
に
よ
り
、
そ
れ

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
地
図
は
、
ブ
ロ
ッ
セ
目
録
で
は
一
四
番
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
東
洋

古
籍
文
献
研
究
所
の
古
文
書
室
が
保
管
す
る
日
本
関
係
資
料
な
ら
び
に
地
図
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
な
か
に
は
、
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
見
出
さ
れ
た
の

は
、
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
附
属
図
書
館
が
保
管
す
る
資
料
の
な
か
で
あ
っ
た
（
ロ

シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
附
属
図
書
館
、
請
求
番
号
三
七
а
／

八
四
三
）。

　

こ
の
地
図
は
、二
四
枚
の
版
画
を
１２９
・
０
㎝
×
90
・
５
㎝
の
布
に
貼
っ
た
も
の
で
、

折
り
畳
ん
で
皮
箱
に
入
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
箱
に
は
「
日
本
国
全
図
」
と
ロ
シ

ア
語
で
書
い
て
あ
る
。
地
図
の
上
部
に
は
、「
六
六
国
に
分
け
た
日
本
国
全
図
。
キ

セ
リ
ョ
ー
フ
通
訳
に
よ
っ
て
日
本
語
か
ら
ロ
シ
ア
語
に
訳
さ
れ
た
」
と
の
付
記
を
伴

う
。
地
図
の
地
名
や
記
号
は
全
て
ロ
シ
ア
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
記
号
欄
の
中
に
、

「
地
名
・
記
号
の
翻
訳
は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
純
粋
の
日
本
人
が
行
な
っ
た
」
と
書
い

て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
載
の
他
に
は
、
地
図
が
い
つ
、
ど
こ
で
出
版
さ
れ
た
の
か
に

つ
い
て
な
ど
、
全
く
表
記
が
な
い
。

　

表
記
の
キ
セ
リ
ョ
ー
フ
は
恐
ら
く
有
名
な
若
宮
丸
の
漂
流
民
の
一
人
（
善
六
か
須

田
屋
平
兵
衛
）
で
、
ロ
シ
ア
に
漂
着
し
た
の
ち
に
帰
化
し
て
「
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
キ
セ

リ
ョ
ー
フ
」
と
い
う
ロ
シ
ア
の
名
前
を
受
け
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、
レ
ザ
ノ
フ
に

属
し
て
通
訳
と
し
て
ロ
シ
ア
の
遣
日
使
節
と
一
緒
に
日
本
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た

が
、
長
崎
に
向
か
う
前
に
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
に
残
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
の
ち
に
、

ワ
シ
ー
リ
ー
・
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
を
解
放
す
る
よ
う
に
箱
館
へ
向
か
っ
た
ピ
ョ
ー
ト
ル
・

リ
コ
ル
ド
に
属
し
て
通
訳
と
し
て
日
本
を
訪
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、

一
八
一
六
年
の
閉
校
ま
で
在
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
日
本
語
学
校
の
教
師
で
も
あ
っ
た
。
上

記
の
地
図
は
、
恐
ら
く
キ
セ
リ
ョ
ー
フ
が
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
住
ん
で
い
た
間
に
、
つ

ま
り
一
七
九
五
年
か
ら
一
八
一
六
年
の
間
に
作
ら
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
地
図
は
製
作
者
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
日
本
地
図
を
基
に
し
て
い
た

の
か
、
そ
の
日
本
地
図
を
日
本
か
ら
誰
が
持
ち
帰
っ
た
の
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

こ
の
地
図
は
銅
版
画
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
た
め
、
複
数
の
所
在
が
考
え
ら
れ
る
。
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よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
の
他
の
図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
ロ
シ

ア
で
は
な
い
が
、
エ
ス
ト
ニ
ア
国
立
公
文
書
館
の
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
関
係
資

料
の
中
に
、
同
名
の
地
図
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
エ
ス
ト
ニ

ア
国
立
公
文
書
館
、Ф

. 1414, оп. 2, д. 43, л. 63

）。

　

こ
の
エ
ス
ト
ニ
ア
国
立
公
文
書
館
所
蔵
本
に
は
、
地
図
の
表
題
の
下
に
、「
一
八

〇
九
年
二
月
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
日
本
の
原
本
か
ら
コ
ピ
ー
・
翻
訳
さ
れ
た
。
翻
訳

し
た
の
は
九
等
通
訳
コ
ロ
テ
ィ
ー
ギ
ン
と
一
四
等
通
訳
キ
セ
リ
ョ
ー
フ
だ
っ
た
」
と

記
さ
れ
て
あ
る
。
記
号
欄
の
中
に
は
、「
日
本
の
原
本
か
ら
一
四
等
測
量
士
ピ
ョ
ー

ト
ル
・
ヴ
ェ
ン
ゲ
ル
ス
キ
ー
が
や
っ
た
。
翻
訳
は
九
等
通
訳
ニ
コ
ラ
イ
・
コ
ロ

テ
ィ
ー
ギ
ン
と
レ
ザ
ノ
フ
付
属
の
一
四
等
通
訳
Ｐ
・
キ
セ
リ
ョ
ー
フ
が
お
こ
な
っ

た
」
と
書
い
て
あ
る
。
地
図
の
枠
外
に
は
、「
そ
の
地
図
を
も
と
に
国
立
海
軍
省
の

二
等
学
生
コ
ル
マ
コ
フ
が
描
い
た
」
と
書
い
て
あ
る
。
地
図
の
な
か
に
は
、「
原
本

の
地
図
と
照
合
し
た
の
は
八
等
の
県
測
量
士
ロ
ー
セ
フ
で
あ
る
」
と
書
い
て
あ
る
。

　

上
記
の
情
報
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
一
八
〇
九
年
二
月
に
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
日
本

の
原
本
か
ら
一
四
等
測
量
士
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ヴ
ェ
ン
ゲ
ル
ス
キ
ー
が
コ
ピ
ー
を
作
成

し
、
八
等
の
県
測
量
士
ロ
ー
セ
フ
が
原
本
の
地
図
と
照
合
し
た
。
翻
訳
を
し
た
の
は

キ
セ
リ
ョ
ー
フ
だ
け
で
な
く
、
九
等
の
県
通
訳
ニ
コ
ラ
イ
・
コ
ロ
テ
ィ
ー
ギ
ン
も
こ

れ
に
加
わ
っ
た
。
こ
の
コ
ロ
テ
ィ
ー
ギ
ン
は
、
一
七
八
二
年
に
大
黒
屋
光
太
夫
と
一

緒
に
ロ
シ
ア
に
漂
流
し
て
、
一
八
一
〇
年
に
亡
く
な
る
ま
で
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
日
本

語
を
教
え
て
い
た
新
三
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
地
図
か
ら
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
国
立

海
軍
省
の
二
等
学
生
コ
ル
マ
コ
フ
が
さ
ら
に
コ
ピ
ー
を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
ク
ル
ー

ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
自
身
の
依
頼
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、
彼
の
蔵
書
に
入
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
作
ら
れ
た
地
図
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
移
動
し

て
、
我
々
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
所
蔵
本
（
ブ
ロ
ッ
セ
目
録
に
記
さ
れ
る
「
キ
セ

リ
ョ
ー
フ
訳
の
ロ
シ
ア
語
表
記
入
り
の
日
本
全
図（
皮
箱
入
り
）」）の
原
本
に
も
な
っ

た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
一
九
世
紀
の
ロ
シ
ア
で
出
版
さ
れ
た
地
図
や
書
物
の
諸
目
録
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
こ
れ
と
同
種
類
の
地
図
が
、
も
う
一
件
確
認
さ
れ
た
。
ニ
コ
ラ
イ
・
ゴ
ー
ル

ロ
フ
著
の
『
日
本
の
歴
史
』
に
収
録
さ
れ
た
「
日
本
国
全
図
」
が
そ
れ
で
あ
る
（
ゴ
ー

ル
ロ
フ
一
八
三
五
）。
こ
の
地
図
に
は
、「
日
本
の
原
本
は
首
都
の
江
戸
で
真
福
三
年

に
作
成
・
出
版
さ
れ
た
。
西
洋
暦
に
直
す
と
一
七
九
六
年
に
な
る
」
と
の
記
載
が
あ

る
。
ロ
シ
ア
語
の
「
真
福
三
年
」
は
恐
ら
く
日
本
の
年
号
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
一
七
九
六
年
は
寛
政
八
年
に
当
た
る
か
ら
、
明
ら
か
な
誤
解
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
地
図
ま
た
は
本
の
著
者
が
、
日
本
の
原
本
に
つ
い
て
の
情
報
を
有
し
て

い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
著
者
の
ニ
コ
ラ
イ
・
ゴ
ー
ル
ロ
フ
が
一
八
〇
八
年
か
ら
一

八
二
九
年
ま
で
二
〇
年
以
上
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
勤
め
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼

が
日
本
の
原
本
を
目
に
し
た
可
能
性
は
高
い
。

　

ま
た
、
モ
ス
ク
ワ
に
あ
る
ロ
シ
ア
国
立
軍
事
歴
史
文
書
館
に
も
、
同
種
類
の
地
図

が
二
つ
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
調
査
の
結
果
確
認
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
・
ハ
ー
ト
フ
が
一
八
一
〇
年
に
作
っ
た「
六
六
国
に
分
け
た
日
本
国
全
図
」

で
あ
る
。い
ま
一
つ
は
、一
八
〇
九
年
に
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
フ
レ
ー
デ
リ
ク
ス
が
作
っ

た
「
日
本
列
島
と
周
り
の
国
々
、
つ
ま
り
ロ
シ
ア
帝
国
の
一
部
、
モ
ン
ゴ
ル
諸
民
族
、

南
の
諸
島
な
ど
の
全
図
」
で
あ
る
（
ポ
ー
ス
ト
ニ
コ
フ
二
〇
〇
〇
）。

　

さ
ら
に
、今
回
の
調
査
に
よ
り
ロ
シ
ア
海
軍
文
書
館
に
以
下
の
地
図
が
確
認
さ
れ
た
。

１�
．
松
前
、
樺
太
（
サ
ハ
リ
ン
）
の
一
部
か
ら
北
日
本
の
南
部
藩
領
ま
で
の
日
本
北

部
、
な
ら
び
に
近
隣
の
ロ
シ
ア
領
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
ま
で
の
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
県
ク

リ
ー
ル
列
島
を
示
す
地
図
。

　

�

※
一
八
〇
九
年
一
月
、イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
日
本
の
原
本
か
ら
作
成
・
翻
訳
さ
れ
た
。

翻
訳
は
ニ
コ
ラ
イ
・
コ
ロ
テ
ィ
ー
ギ
ン
、
作
成
は
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
プ
シ
ェ
ニ
ー

ツ
ィ
ン
で
あ
っ
た
。（
ロ
シ
ア
海
軍
文
書
館
、Ф

. 1331, оп. 4, д. 136

）
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２�
．
日
本
古
代
の
都
市
・
平
泉
の
国
の
地
図
。

　

�
※
一
八
〇
九
年
一
月
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
日
本
の
原
本
か
ら
作
成
さ
れ
た
。
翻
訳

は
ニ
コ
ラ
イ
・
コ
ロ
テ
ィ
ー
ギ
ン
、
作
成
は
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ニ
キ
ー
テ
ィ
ン
で

あ
っ
た
。（
ロ
シ
ア
海
軍
文
書
館
、Ф

. 1331, оп. 4, д. 135

）

３�

．
北
緯
二
九
度
か
ら
四
八
度
ま
で
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
よ
り
東
経
九
六
度

か
ら
一
二
四
度
ま
で
の
、
コ
レ
ア
海
、
そ
の
周
り
の
海
岸
、
日
本
国
と
そ
れ
に
属

す
る
太
平
洋
の
一
部
を
示
す
メ
ル
カ
ト
ル
図
。

　

�

※
一
八
一
一
年
に
海
軍
省
で
作
成
さ
れ
た
。
日
本
の
姿
は
日
本
の
原
本
の
地
図
か

ら
写
さ
れ
た
。
海
岸
と
諸
島
の
位
置
は
近
年
の
航
海
者
た
ち
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
補
整
さ
れ
た
。（
ロ
シ
ア
海
軍
文
書
館
、Ф

. 1331, оп. 4, д. 138

）

４�

．
日
本
輿
地
路
程
全
図
。（
ロ
シ
ア
海
軍
文
書
館
、Ф

. 1331, оп. 4, д. 129

）

　

上
記
の
他
に
、
ロ
シ
ア
海
軍
文
書
館
で
は
日
本
語
で
書
か
れ
た
八
八
枚
の
図
が

入
っ
て
い
る
フ
ォ
ル
ダ
ー
も
新
た
に
確
認
さ
れ
た
（
ロ
シ
ア
海
軍
文
書
館
、Ф

. 

1331, оп. 4, д. 139

）。
ほ
と
ん
ど
は
日
本
の
城
郭
の
図
で
あ
る
が
、
林
子
平
著
『
三

国
通
覧
図
説
』所
載
の
蝦
夷
地
図
や
平
泉
な
ど
の
地
図
も
あ
る
。上
記
の
ニ
コ
ラ
イ
・

コ
ロ
テ
ィ
ー
ギ
ン
訳
の
諸
地
図
は
こ
の
フ
ォ
ル
ダ
ー
の
地
図
か
ら
コ
ピ
ー
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

４
番
の
『
日
本
輿
地
路
程
全
図
』
は
、
上
記
の
ロ
シ
ア
語
で
出
版
さ
れ
た
諸
地
図

の
原
本
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
こ
れ
は
一
七
七
五
年
に
長
久
保
赤
水
に
よ
っ
て
作

成
・
出
版
さ
れ
た
有
名
な
地
図
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
海
軍
文
書
館
に
は
寛
政
三
年
の

「
改
訂
日
本
輿
地
路
程
全
図
」
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
「
真
福
三
年
」
は
「
寛

政
三
年
」
が
誤
訳
さ
れ
た
も
の
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

上
記
の
地
図
の
大
部
分
は
、
一
八
〇
九
年
一
月
か
ら
二
月
に
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
作

成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
ロ
シ
ア
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
し
か
分
か
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
、『
改
訂
日
本
輿
地
路
程
全
図
』
と
フ
ォ
ル
ダ
ー
に
入
っ
て
い
る

八
八
枚
の
図
の
す
べ
て
に
、「
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ネ
ウ
ス
ト
ロ
ー
エ
フ
」
の
上
書

き
が
入
っ
て
い
る
こ
と
で
、
そ
の
伝
存
の
経
緯
に
関
す
る
よ
り
詳
細
な
検
討
が
可
能

と
な
っ
た
。

　

先
に
触
れ
な
か
っ
た
が
、
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
入
っ
て
い

る
「
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ネ
ウ
ス
ト
ロ
ー
エ
フ
」
の
上
書
き
を
伴
う
書
物
は
、
日
付

が
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
日
付
が
あ
る
も
の
は
全
て
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初

頭
ま
で
の
間
に
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
も
っ
と
も
遅
い
も
の
は
、
文
化
三
年

（
一
八
〇
六
）
一
一
月
五
日
の
奥
付
を
有
す
る
『
論
語
上
巻
』
の
写
本
で
あ
る
。
上

記
の
一
八
〇
九
年
ま
で
に
入
っ
た
ロ
シ
ア
海
軍
文
書
館
所
蔵
の
資
料
と
合
わ
せ
て
考

察
す
る
と
、「
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ネ
ウ
ス
ト
ロ
ー
エ
フ
」
の
上
書
き
が
つ
い
た
全

部
の
資
料
は
一
八
〇
六
年
一
一
月
か
ら
一
八
〇
九
年
一
月
の
間
に
ロ
シ
ア
に
も
た
ら

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
日
付
に
基
づ
く
と
、
文
化
露
寇
事
件
の
時
に
こ
れ
ら
の

資
料
が
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
等
に
よ
っ
て
持
ち
帰
ら
れ
た
蓋
然
性
が
高
い
。

　

そ
こ
で
、
発
表
さ
れ
た
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
探
検
に
関
連
す
る
ロ
シ
ア
側
の
資
料
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
確
か
に
一
八
〇
七
年
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
港
長
の
ブ
ハ
ー
リ
ン
が
フ
ヴ
ォ

ス
ト
フ
か
ら
回
収
し
た
品
々
の
リ
ス
ト
の
二
番
目
に
、「
書
物
が
入
っ
た
箱
と
海
図
」

が
あ
る
（
キ
リ
チ
ェ
ー
ン
コ
二
〇
〇
一
）。
ま
た
、『
露
米
会
社
と
北
方
太
平
洋
の
探

検
』
と
い
う
史
料
集
の
中
に
も
、「
オ
ホ
ー
ツ
ク
長
官
の
ブ
ハ
ー
リ
ン
か
ら
日
本
の

地
図
と
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ー
ド
フ
の
日
記
を
請
求
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
、

海
軍
省
の
下
で
艦
隊
の
編
成
・
用
兵
以
外
の
科
学
技
術
・
造
船
な
ど
の
業
務
を
担
う

海
軍
後
方
支
援
局
（А

дмиралтейский департамент; A
dm

iralty D
epartm

ent

）

か
ら
海
軍
大
臣
チ
チ
ャ
ー
ゴ
フ
へ
の
建
白
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
箇
所
が
あ
る
。

　
　

�「
国
立
海
軍
局
は
、
日
本
に
つ
い
て
の
念
書
に
基
づ
き
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
中
尉

と
ダ
ヴ
ィ
ー
ド
フ
兵
曹
長
か
ら
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
長
官
の
ブ
ハ
ー
リ
ン
が
、
ほ
か
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の
資
料
と
と
も
に
、
日
本
の
地
図
を
回
収
し
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
海

軍
後
方
支
援
局
の
局
員
で
も
あ
る
シ
シ
ュ
コ
フ
中
将
が
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
・
ダ

ヴ
ィ
ー
ド
フ
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
、
資
料
の
中
に
有
用
で
興
味
深
い
探
検
日
記

や
記
録
が
あ
る
こ
と
も
把
握
し
ま
し
た
。
従
っ
て
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
大
尉
か
ら
そ

の
地
図
と
記
録
の
移
管
を
請
求
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。」（
露
米
会

社
一
九
九
四
：
一
九
二
）

　

こ
の
建
白
は
、
一
八
〇
八
年
五
月
二
七
日
付
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
八
〇

八
年
の
春
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
へ
帰
っ
て
き
た
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ー
ド
フ
が
、

シ
シ
ュ
コ
フ
中
将
に
日
本
の
地
図
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
あ
る
こ
と
を
教
え
た
こ
と
が
わ

か
る
。
上
記
の
史
料
集
に
は
、
海
軍
大
臣
チ
チ
ャ
ー
ゴ
フ
が
、
こ
れ
ら
の
地
図
や
資

料
を
海
軍
後
方
支
援
局
へ
一
八
〇
九
年
七
月
六
日
に
渡
し
た
、と
書
か
れ
て
い
る（
ロ

シ
ア
海
軍
文
書
館
、Ф

. 166, оп. 1, д. 2459, л. 6

）。

　

同
年
七
月
一
八
日
付
の
海
軍
後
方
支
援
局
の
学
術
会
議
で
、
シ
ベ
リ
ア
知
事
よ
り

の
書
状
と
付
属
の
地
図
や
書
物
の
リ
ス
ト
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
知
事
よ
り
の
書
状

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　

�「
一
八
〇
八
年
六
月
一
七
日
付
の
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
長
官
の
ブ
ハ
ー
リ
ン
か
ら
日

本
関
連
資
料
を
回
収
せ
よ
と
い
う
閣
下
か
ら
の
指
令
書
の
実
施
は
、
イ
ル
ク
ー

ツ
ク
民
政
長
官
に
任
せ
た
。
爰
に
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
か
ら
回
収
し
た
地
図
や
書
物

を
民
政
長
官
か
ら
受
け
取
り
、
こ
れ
に
添
付
す
る
。
民
政
長
官
殿
は
も
っ
と
も

興
味
深
い
も
の
を
ロ
シ
ア
語
に
翻
訳
さ
せ
た
か
っ
た
が
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
は

翻
訳
で
き
る
者
が
い
な
い
の
で
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
で
き
た
の
は
、
満
洲
語

の
翻
訳
者
が
書
名
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
こ
と
に
限
ら
れ
て
い
る
。
日
本
帝
国

の
地
図
の
翻
訳
は
、
書
物
に
比
べ
て
さ
ほ
ど
難
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、
コ
ピ
ー

作
成
や
ロ
シ
ア
語
訳
の
た
め
に
、
い
っ
た
ん
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
残
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
地
図
も
こ
ち
ら
に
渡
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
添
付
す
る
。」（
ロ
シ
ア
海

軍
文
書
館
、Ф

. 315, оп. 4, д. 48, лл. 151-162

）

　

こ
の
書
状
に
は
、
書
名
が
ロ
シ
ア
語
に
訳
さ
れ
た
地
図
や
書
物
の
一
覧
が
添
付
さ

れ
て
い
る
。
全
部
で
五
一
点
で
、
そ
の
中
の
一
五
点
は
現
在
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所

に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。こ
の
一
五
点
の
書
籍
の
表
紙
の
裏
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
内
容
が
書
名
の
一
覧
と
一
致
す
る
ロ
シ
ア
語
訳
の
書
名
が
書
か
れ
た
付
箋

が
あ
る
。
残
り
の
三
六
点
の
大
半
は
、
現
在
も
ロ
シ
ア
海
軍
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て

い
る
。

　

最
後
に
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ー
ド
フ
が
、
こ
れ
ら
の
地
図
や
書
物
を
ど
こ

で
入
手
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
二
人
に
よ
る
次
に
掲
げ
る
報
告
書
に
基
づ
い
て
、
検

討
し
て
み
た
い
。

　
　

�　
「
八
〇
七
年
六
月
二
五
日
、
ロ
シ
ア
の
船
は
利
尻
島
に
近
づ
い
て
、
日
本
人

の
集
落
を
い
く
つ
か
確
認
し
、
そ
の
近
辺
に
小
さ
な
船
二
隻
と
大
き
な
船
一
隻

を
見
た
。
ユ
ノ
ー
ナ
号
は
集
落
に
近
づ
き
、
数
人
の
部
隊
を
上
陸
さ
せ
た
。
日

本
の
船
に
は
人
が
お
ら
ず
、
積
み
荷
に
は
塩
漬
け
の
魚
、
鰊
の
燻
製
、
油
、
数

俵
の
米
が
あ
っ
た
。
そ
の
船
は
松
前
島
北
部
か
千
島
か
ら
戻
っ
た
と
フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
は
判
断
し
た
。

　
　

�　

六
月
二
七
日
、
ア
ヴ
ォ
ー
シ
号
も
ユ
ノ
ー
ナ
号
の
近
く
に
碇
泊
し
た
。
す
る

と
、
そ
こ
に
も
日
本
船
が
二
隻
あ
り
、
一
隻
は
奉
行
、
僧
侶
、
四
～
五
人
の
兵

士
、
大
砲
や
他
の
武
器
を
、
ア
ニ
ワ
湾
に
届
け
る
よ
う
に
見
え
た
。
人
は
そ
れ

以
前
に
利
尻
島
の
奥
に
隠
れ
た
よ
う
で
、
船
に
も
岸
に
も
誰
も
い
な
か
っ
た
。

ア
ニ
ワ
湾
に
向
か
っ
た
船
は
、日
本
か
ら
の
船
だ
っ
た
。そ
の
中
に
、ナ
ジ
ェ
ー

ジ
タ
号
が
長
崎
に
碇
泊
し
て
い
た
時
の
記
録
、
日
露
交
渉
の
文
書
、
レ
ザ
ノ
フ

の
肖
像
画
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
の
他
に
、
船
に
は
多
く
の
地
図
、
オ
ラ
ン
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ダ
人
か
ら
コ
ピ
ー
さ
れ
た
よ
う
な
地
球
儀
、
ア
ニ
ワ
岬
や
ク
リ
リ
オ
ン
岬
の
図

な
ど
も
見
つ
か
っ
た
。ユ
ノ
ー
ナ
号
は
そ
の
船
か
ら
米
や
他
の
荷
物
を
積
ん
だ
。

他
の
船
に
は
魚
ば
か
り
あ
っ
た
。
こ
の
船
は
六
つ
の
碇
で
村
の
近
く
に
碇
泊
し

て
い
た
か
ら
、
魚
は
こ
の
村
で
積
み
込
ま
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。
日
本
か
ら
の
船

は
赤
い
ペ
ン
キ
に
塗
ら
れ
て
い
た
。
日
本
人
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
国
の
船
で
あ

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
午
後
、
価
値
の
あ
る
荷
物
や
米
を
全

て
ユ
ノ
ー
ナ
号
に
積
み
込
ん
で
、
小
屋
や
船
を
焼
き
払
っ
た
。」（
キ
リ
チ
ェ
ー

ン
コ
二
〇
〇
一
：
一
一
）

　

こ
の
記
録
か
ら
、
日
本
の
地
図
や
資
料
が
ロ
シ
ア
に
渡
っ
た
経
緯
が
明
ら
か
に
な

る
。一
八
〇
七
年
七
月
一
六
日
、フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ー
ド
フ
が
第
二
次
千
島
・

樺
太
探
検
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
戻
る
と
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
長
官
ブ
ハ
ー
リ
ン
に
よ
っ
て

荷
物
と
一
緒
に
逮
捕
さ
れ
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
二
人
は
逃
走
し
、
一
八
〇
八

年
の
始
め
ま
で
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
戻
り
、
そ
こ
で
シ
シ
ュ
コ
フ
中
将
と
会
っ
た
。

　

一
八
〇
八
年
五
月
二
七
日
、
海
軍
後
方
支
援
局
は
ブ
ハ
ー
リ
ン
か
ら
日
本
地
図
を

求
め
る
よ
う
海
軍
大
臣
チ
チ
ャ
ー
ゴ
フ
へ
建
白
を
出
す
。
六
月
一
七
日
、
チ
チ
ャ
ー

ゴ
フ
は
シ
ベ
リ
ア
知
事
へ
、
シ
ベ
リ
ア
知
事
は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
民
政
長
官
へ
、
イ
ル

ク
ー
ツ
ク
民
政
長
官
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
長
官
へ
そ
の
依
頼
を
伝
え
た
。
地
図
や
他
の
資

料
が
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
届
い
た
後
、
コ
ロ
テ
ィ
ー
ギ
ン
等
が
そ
れ
ら
を
コ
ピ
ー
・
翻

訳
し
て
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
送
っ
た
。
海
軍
後
方
支
援
局
の
学
術
会
議
で
そ
の
資
料

に
つ
い
て
報
告
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
こ
に
出
席
し
た
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
は
恐

ら
く
地
図
が
気
に
入
っ
て
、
そ
の
コ
ピ
ー
を
作
成
・
入
手
し
た
。

　

以
上
が
、フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ー
ド
フ
が
日
本
か
ら
略
取
し
た
地
図
な
ど
が
、

露
米
会
社
経
由
と
は
別
に
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
長
官
ら
を
経
由
し
て
海
軍
の
手
に
渡
っ
た

経
緯
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

上
記
の
考
察
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
か

け
て
な
さ
れ
た
日
露
間
の
接
触
の
数
々
が
、
近
世
日
本
か
ら
帝
政
ロ
シ
ア
へ
の
書
籍

（
和
書
）
の
流
れ
と
密
接
に
連
動
し
、
拍
車
を
掛
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
あ
ま
り
触
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
安
永
年
間
の
ロ
シ
ア
人
蝦
夷
地
渡
来
の

際
に
い
く
つ
か
の
日
本
語
の
文
書
を
獲
得
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

ラ
ク
ス
マ
ン
が
率
い
る
第
一
次
遣
日
使
節
直
前
に
大
黒
屋
光
太
夫
が
も
た
ら
し
た
書

籍
が
存
在
し
、
次
い
で
同
遣
日
使
節
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
Ｉ
・
Ａ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ

ツ
ェ
ル
に
よ
っ
て
招
来
さ
れ
た
書
籍
が
確
認
さ
れ
る
。
続
い
て
、
レ
ザ
ノ
フ
が
率
い
る

第
二
次
遣
日
使
節
と
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
に
よ
る
一
八
〇
六
年
と
一
八
〇
七
年
の
蝦
夷
地
航

海
の
際
に
数
多
く
獲
得
さ
れ
た
書
籍
・
地
図
な
ど
が
、
長
崎
と
は
別
の
、
松
前
・
蝦

夷
地
を
経
由
し
て
の
新
し
い
北
の
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
史
に
よ
る
視
点
は
、
黎
明
期
、
す
な
わ

ち
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
日
露
関
係
史
の
研
究
に
大
き
な
貢

献
が
で
き
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

〔
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